
自分
 じ ぶん

の聞こえ
き   

に関心
かんしん

をもとう 
 新年

しんねん

度
ど

の初
はじ

め、学校
がっこう

ではいろいろな検
けん

査
さ

や検
けん

診
しん

が行
おこな

われていますね。5月
がつ

7
なの

日
か

には、耳鼻科
じ び か

検診がありました。耳鼻科検診で、何
なに

を見
み

ていただいてるのか分
わ

かりますか？体
からだ

は、どの部
ぶ

分
ぶん

も同
おな

じように大切
たいせつ

ですが、ここでは、耳
みみ

や聞
き

こえに関
かん

する大切さについて確認
かくにん

したいと思
おも

いま

す。いつ病気
びょう  き

になったり補聴
ほ  ちょう

機器
き き

の故障
こ  しょう

が起
お

きたりして、聞こえに支
し

障
しょう

が出
で

るか分
わ

かりませ

ん。日頃
  ひ ごろ

から自分
 じ ぶん

の聞こえに関心
かん しん

をもち、耳の健康
けん こう

や補聴機器などの管理
 かん り

をしっかり行
おこな

うこと

が大切
たいせつ

です。 

 

◎耳
みみ

の構造
こうぞう

と音
おと

の伝わり方
つた     かた

 

 耳
みみ

は、外耳
 がい じ

（耳
じ

介
かい

、外耳
がい じ

道
どう

）、中耳
ちゅう じ

（鼓膜
 こ まく

、 

耳
じ

小骨
しょうこつ

）、内耳
ない じ

（蝸牛
 か ぎゅう

、半規管
は ん き か ん

、聴
ちょう

神経
しんけい

） 

からなっています。 

耳掛
みみ か

け補聴器
ほちょうき

では、増幅
ぞうふく

させた音
おと

が外耳道 

→鼓膜→耳小骨→蝸牛→聴神経のルートで脳
のう

 

に伝わります。 

人工
じんこう

内
ない

耳
じ

では、音
おと

は外耳も中耳も通らずに、 

蝸牛に埋め込
う  こ

んだコイルの電極
でんきょく

で直接
ちょくせつ

刺激
し  げき

し 

音が伝わるようになっています。 

 他
ほか

に、耳介のまわりの側
そく

頭骨
とうこつ

を振動
しんどう

させて 

音を伝える方法
ほうほう

もあります。（骨
こつ

導
どう

補聴器
 ほ ちょう き

） 

 

◎耳
みみ

の健康
けんこう

                   (□
しかく

の中
なか

に、正
ただ

しく名称
めいしょう

を書
か

きましょう。) 

 自分の耳を守
まも

るのは自分です。かかりやすい耳の病気
びょう  き

や予防法
よ  ぼうほう

について覚
おぼ

えておきましょう。 

よくかかる代表的
だいひょうてき

な耳の病気として、中耳炎
ちゅう じ えん

があります。何
なん

らかの原因
げんいん

で中耳にばい菌
きん

が入
はい

り、中耳が炎症
えん しょう

を起
お

こします。痛
いた

みや耳だれ、聞こえの低下
てい  か

などの症状
しょうじょう

があります。中でも、

中耳に水
みず

がたまる滲出性
しんしゅつせい

中耳炎は、繰
く

り返
かえ

すたびに聴力
ちょうりょく

が落
お

ちていき、聞きとりも悪
わる

くなるの

で要注意
ようちゅう い

です。繰
く

り返
かえ

さないように、完
かん

治
ち

するまでしっかり通院
つういん

しましょう。 

また、疲
つか

れているなどして耳
みみ

鳴
な

りが大
おお

きくなると聞きとりづらくなります。早寝
はや ね

早
はや

起
お

きした

り、食事
しょく じ

をきちんととったりするなど、生活
せいかつ

リズムに気
き

を付
つ

け、健康的
けんこうてき

な生活を送
おく

りましょう。 
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◎自分
じ  ぶん

の聴 力
ちょうりょく

レベルや補聴
 ほ ちょう

機器
き き

に関
かん

すること 

・私
わたし

の「聞こえ」と「使用
 し  よう

している補聴機器」 

 聴 力 レ ベ ル 補聴機器 

（人
じん

工
こ う

内
ない

耳
じ

・補
ほ

聴
ちょう

器
き

） 
補聴機器のメーカー 

裸
ら

 耳
じ

 装用
そうよう

時
じ

 

右
みぎ

 d B
デシベル

 

dB 

  

左
ひだり

 dB 

  

・手
て

帳
ちょう

を持
も

っている人
ひと

は、手帳に記載
き  さい

されている自分の障
しょう

がい名
めい

を正
ただ

しく書
か

きましょう。 

 

 

 

・自分が利用
 り よう

している病院
びょういん

やかかりつけの医院
い いん

、補聴機器の販
はん

売
ばい

店
てん

などの名
めい

称
しょう

を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・補聴機器が故障
 こ しょう

すると、大変
たいへん

困
こま

ります。日
ひ

頃
ごろ

、どのようなことに気
き

を付
つ

けて使
つか

っていますか。

具
ぐ

体的
たいてき

に書
か

いてみましょう。 

 

                                               

 

                                               

 

                                               

 

【病院や医院】 

 

【販売店】 



補聴機器の管
か ん

理
り

の仕
し

方
か た

～家
いえ

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に確認
かくにん

してみましょう～ 

1.基
き

本的
ほんてき

な 3
スリー

ステップお手入
て い

れ 

• STEP
ス テ ッ プ

 1：表面
ひょうめん

の汚
よご

れを拭
ふ

き取
と

る(補聴器と人工内耳の両方
りょうほう

にあてはまります) 

o 乾
かわ

いた柔
やわ

らかい布
ぬの

、または専用
せんよう

のクリーニングシートで全体
ぜんたい

の皮脂
ひ し

汚れや汗
あせ

を優
やさ

しく拭き取ります。電
でん

池
ち

室
しつ

も綿棒
めんぼう

などで掃
そう

除
じ

しましょう。夏
なつ

場
ば

や運動
うんどう

後
ご

など、汗

をかきやすいタイミングでは特
とく

に念
ねん

入
い

りに拭き取るようにしてください。 

• STEP 2：耳あかを取り除
のぞ

く（補聴器では重要
じゅうよう

です） 

o 専用
せんよう

ブラシ（または柔らかい歯
は

ブラシ）を使
つか

い、音
おと

の出
で

口
ぐち

やマイク部
ぶ

分
ぶん

を掃除し

ます。耳あかが内
ない

部
ぶ

に入
はい

らないようブラシを下
した

向
む

きにして汚れをかき出
だ

します。 

• STEP 3：乾燥
かんそう

させる 

o 専用
せんよう

の乾燥ケースや乾燥剤
ざい

入
い

りのケースに入れて保
ほ

管
かん

します。特
とく

に梅雨
つ ゆ

時
どき

や夏
なつ

場
ば

 

は、外
がい

気
き

も湿
しめ

っているため、見
み

た目
め

が乾
かわ

いていても内
ない

部に湿
しっ

気
け

が残
のこ

っていること

があります。専用の乾燥ケースや電
でん

気
き

乾燥器
き

を使う方法
ほうほう

は、補聴器の掃除の仕上
し あ

げとして非
ひ

常
じょう

に有効
ゆうこう

です。 

＊「毎晩
まいばん

、就
しゅう

寝前
しんまえ

にクロスで拭く→乾燥 

ケースに入れる」という流
なが

れを 1セット 

にすると、無理
む り

なく続
つづ

けやすくなります。 

 

２. 夏
なつ

の特別
とくべつ

注
ちゅう

意
い

！こんなときはどうする？ 

• 突然
とつぜん

の雨
あめ

：濡
ぬ

れてしまったら、すぐに柔らかい布で水分
すいぶん

を拭き取り、乾燥ケースに長
なが

めに

（8時
じ

間
かん

以
い

上
じょう

）入れてください。 

• プールや海
うみ

：水
みず

濡
ぬ

れは故
こ

障
しょう

の最大
さいだい

の原因
げんいん

です。濡
ぬ

らさないように外
はず

して活動
かつどう

しましょう。 

• エアコンの効
き

いた部屋
へ や

と屋外
おくがい

の行
ゆ

き来
き

：急激
きゅうげき

な温
おん

度差
ど さ

は結
けつ

露
ろ

の原因になります。帰
き

宅
たく

した

らすぐに乾燥ケースに入れる習慣
しゅうかん

をつけましょう。 

• 高温
こうおん

の場
ば

所
し ょ

：夏
なつ

場
ば

の車内
しゃない

など高温になる場所に長
ちょう

時
じ

間
かん

置
お

いておくのは危
き

険
けん

です。補聴機

器は精密
せいみつ

機器
き き

なので故
こ

障
しょう

する可
か

能性
のうせい

大
だい

です。(充電
じゅうでん

池
ち

は発
はっ

火
か

する危険もあります。) 

 

３. お手入れチェックリスト 

□毎日
まいにち

欠
か

かさず、柔らかい布で拭き取る。 

□毎日、乾燥ケースに一晩
ひとばん

入れる。 

□電
でん

池
ち

は外して保
ほ

管
かん

する。（充電
じゅうでん

式
しき

はそのまま） 

□補聴器カバーなど、必要
ひつよう

に応
おう

じて補
ほ

助
じょ

グッズを活用
かつよう

する。 

□汗をかきやすい日
ひ

は、必要に応じて外
がい

出
しゅつ

中
ちゅう

にこまめに拭き取る。 

毎日手入れをすることで、長
なが

く快適
かいてき

に使うことができます。少
すこ

しでも不
ふ

具
ぐ

合
あい

を感
かん

じたら、早
はや

めに販
はん

売
ばい

店
てん

(補聴器)や病院
びょういん

(人工内耳)で見
み

ていただきましょう。 

 


